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バロック時代の曲を中心に4曲がパイプオル
ガンで演奏されました。楽曲ごとに異なる音色
がチャペルいっぱいに響き渡り、子どもから大
人まで多くの人が聞き入っていました。祭りの
喧騒を離れ、静かで心安らぐひとときを過ごす
ことができました。

チャペルコンサート

祭りのにぎわいの中
心安らぐひととき

明治学院大学の学生のみで構成される競技ダ
ンス部。23日のステージでは実際の競技大会
で披露される数多くの演目を大勢の観客の前
で表現してくれました。弾む音楽にのせた、互
いの呼吸を合わせた情熱的なダンスに魅了さ
れました。

情熱的なダンスに魅了される

逗子を拠点に、小学生から大人まで、幅広い
世代に和太鼓演奏に親しんでもらうべく教室を
開いている逗子和太鼓SCHOOL。戸塚まつり
には今年初参加で、多くの観客が訪れました。
軽快かつ力強い演奏で花火のような爆音を奏
でながら私たちの心を強く引きつけました。

軽快かつ
力強い演奏を披露

戸塚まつり

競技ダンス部 逗子和太鼓SCHOOL

2頭のヤギのお世話、管理を行っている「ヤギ
部」によるタピオカ店では、白い毛色のホイッ
プと茶色の茶々丸をイメージしたドリンクが販
売されていました。訪れた人たちが、楽しそう
に飲み比べをする姿が見られました。

エム・ケイフーズは祭りの定番、チョコバナナ
を提供。バナナ全体にたっぷりとチョコがかか
っており、程よい甘さで食べやすく、彩り豊か
で見た目も華やか！ ついつい目を奪われてし
まうビジュアルに、子どもから大人まで多くの
人に人気でした。

ホイップと茶々丸の
タピオカ屋さん

みんな大好きな定番
チョコバナナ！

丸団子屋が提供するお団子は、あんこ、きな
こ、みたらしの3種類から味が選べました。団
子は外がカリッと、中はもちっとした食感で、
みたらしの程よい甘さと相性ばっちり。目の前
でみたらしをつけるパフォーマンスもあり、味
だけでなく目でも楽しめました。

五感で楽しめる
サービス満載のお団子！

ヤギ部エム・ケイフーズ 丸団子屋

あにまる愛好会により企画された「明学どうぶ
つ園」では、ARアプリ「らくがきAR」を用いて
来場者の考える動物を動かす体験を提供。風
船でさまざまな動物を一緒につくるなど、たく
さんの子どもたちが楽しく動物に親しむことが
できました。

1123教室と11号館の3階では情報科学系サー
クルTetraが脱出ゲームを開催。教室全体を使
った謎解きや自作ゲームなど、全部で4つの謎
を解いて回りました。難易度別の謎もあり、最
高難易度は大人でも考え込むほど。子どもか
ら大人まで夢中になって挑戦していました。

あにまる愛好会Tetra

明学どうぶつ園
～描いた絵が動きだす！？～大人もうなる！ 脱出ゲーム

地域密着型の花屋「Soleil Flower」。廃棄予
定の花材を用いてドライリースをつくる企画を
通じ、自然素材に触れながら環境保全につい
て楽しく考えるワークショップを開催しました。
来場された方は、それぞれに個性的で自由な
ドライリースづくりを楽しんでいました。

Soleil Flower

ロスフラワーでつくる
簡単ドライリース

Food

PerformanceExperience

名取 葵（心理学科2年）、今村翔英（経済学科2年）
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2026年テーマ

未来を紬ぎ、ヒカリを灯す

29回目の開催となった戸塚まつり。
今年のテーマは「祭

さ い

縁
え ん

～未来を紬ぎ、ヒカリを灯す～」。
このテーマのもと、小さなお子さんから

ご高齢の方まで8,765名のご来場がありました。

今年度の戸塚まつりはテーマのもと、新しいご縁や地域のつ
ながりが生まれる温かい2日間となりました。来場してくださっ
た皆様、開催を支えてくださった皆様、心より感謝申し上げ
ます。来年度の戸塚まつりも引き続きよろしくお願いいたします。

戸塚まつり準備会代表コメント

菊谷小雪 (経済学科3年)
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